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総務省・NICTにおける多言語翻訳技術の研究開発 1

Please tell me how to
get to the station.

音声入力 ネットワーク上のサーバへ
入力された音声を送信

音声出力
ネットワーク上のサーバから
翻訳された音声が戻ってくる

駅までの行き方を
教えてください。

（業務利用の場合は民間サービスを検討ください。）

ボイストラ(VoiceTra)アプリ

 総務省・NICTでは、長期間にわたり多言語翻訳技術の基礎研究を実施し、技術・ノウハウ等を蓄積。
 訪日・在留対応を想定した12言語について、AI技術活用により実用レベルの翻訳精度(TOEIC900点相当)を実現。

多言語音声翻訳アプリ

サーバ内の処理

音声認識
音声を文字に変換

機械翻訳
日本語を英語に翻訳

駅はどこですか Where is 
the station? 

音声合成
文字を音声に変換

日本語の
音声・文字コーパス

日本語と英語の
対訳コーパス

英語の
音声コーパス

深
層
学
習

深
層
学
習

深
層
学
習

対応言語(31言語)

重点対応言語（実用レベル）
訪日・在留外国人対応を想定した12言語

日本語
英語
中国語
韓国語
タイ語

インドネシア語

ベトナム語
ミャンマー語
フランス語
スペイン語

ブラジルポルトガル語
フィリピン語

クメール語 ネパール語 モンゴル語
（研究開発を通じて2024年度までに重点化予定）

アラビア語 イタリア語 ドイツ語
ヒンディ語 ロシア語

（令和３年度補正予算により2022年度末を目途に重点化）

ウクライナ語
ウルドゥ語 オランダ語 シンハラ語
デンマーク語 トルコ語 ハンガリー語

ポーランド語 ポルトガル語 マレー語 ラーオ語



多言語翻訳技術の社会実装 2

テキスト翻訳
NICT提供
スマホアプリ
（ボイストラ）

ライセンス契約により民間企業に利用を開放
→公的機関や民間企業等で幅広く活用

（30サービス以上が展開）

ポケトーク(株)
●「POCKETALK」

コニカミノルタ(株)
●「医療通訳MELON」

(株)NTTドコモ
●「はなして翻訳」

凸版印刷(株)
●「VoiceBiz」

RemoSpace(株)
●「eTalk5みらいPFモデル」

(株)川村インターナショナル
●「みんなの自動翻訳＠KI」

東芝デジタルソリューションズ(株)
●「DOCCAI翻訳」

(株)みらい翻訳
●「Mirai Translator」

(株)十印
●「T-tact AN-ZIN」

NTTコミュニケーションズ(株)
●「COTOHA Translator」

音声翻訳サービスの例

文書翻訳サービスの例

詳細については https://gcp.nict.go.jp/news/products_and_services_GCP.pdf を参照

 NICTにおいて翻訳エンジンを開発し、ライセンス契約により民間企業に利用を開放する仕組み構築。
 官公庁・自治体※のほか、防災・交通・医療等の幅広い分野において活用。

※多言語翻訳サービスの導入・運用経費を対象とした特別交付税措置等を活用して導入が進展
※地域の多文化共生推進のため、都道府県・政令市等に、翻訳技術の活用推進について通知(2021年4月)



（参考①）教育現場への導入事例・ポケトーク 4

 外国人生徒だけでなく、保護者とのコミュニケーションにおいて、多言語音声翻訳の活用が進展。
 これにより、授業の円滑化だけでなく、現場負担の軽減にも貢献。

ポケトーク

ソースネクスト社プレスリリースより

中日新聞より



（参考②）教育現場への導入事例・凸版印刷 VoiceBiz 5

日
本
教
育
新
聞
（
令
和
２
年
11
月
9
日
）

翻訳機能に加え、教育機関でよく使う定型文の訳文を
予め準備しており、すばやく参照可能

スマートフォンやタブレットで利用可能なアプリとして提供



（参考③）新型コロナウイルス対応における利活用事例 6

 新型コロナウイルス対応については、初動対応からワクチン接種会場における外国人対応まで、関係省庁や
自治体等において多言語翻訳技術が幅広く利活用。

 これまで構築されてきた、研究開発や社会実装に向けた総務省・NICTと翻訳サービス提供事業者や関係省庁・
自治体等との連携体制を活用し、コロナウイルス対応など緊急時における翻訳ニーズにも円滑に対応。

凸版印刷株式会社プレスリリースより



その他、同時通訳の期待される用途
・講演の同時通訳
・Web会議の字幕付与

（参考④）研究開発の取組：逐次通訳から同時通訳へ

逐次音声翻訳
（１発話単位の処理）

同時通訳
（連続発話の処理）

ビジネス会議（N対Nの双方向通訳）

発展

多言語音声翻訳アプリ

同時通訳に必要な技術
・文分割技術（使用している技術）
認識した文を意味ある単位に分割し、その単位で翻訳

・文脈処理（今後の課題）
省略された言葉（主語や所有格など）を補う、同音異義語の判断

・要約処理（今後の課題）
翻訳結果をそのまま出力すると追いつかないため、要約する

対話（1対1の発話単位の翻訳）

7

同時通訳のコアとなる「文分割技術」



お問合せ・連絡先 8

総務省 国際戦略局 研究推進室
電話 ：03-5253-5730
メール：gcp.mic@ml.soumu.go.jp
担当 ：大江、宇野、西中、大園
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